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異なる時代景観と連続する商店街で高まる回遊性

■ 事業実施の背景 

ＪＲ・東武東上線川越駅東口から北へ１２

００ｍのクレアモール（川越サンロード商店

街、川越新富町商店街）、大正浪漫夢通り（大

正時代をイメージ）、蔵を活かした川越一番街

（江戸時代をイメージ）、菓子屋横町へと続く

商店街。 

川越市には、それぞれに異なる時代の景観

特徴を活かしながら商業活性化を目指す６つ

の商店街が連続して形成されている。そのた

め回遊性が高まり、商業と観光が入り混ざっ

た多目的な来街者を呼び込んでいる。 

平成２年に再開発を行なった JR・東武東上

線川越駅東口から、北へ１，２００ｍ続くク

レアモール（川越サンロード商店街、川越新

富町商店街）には、平成の賑わいを見せる商

業景観が続き、さらに北へ進むと昭和を代表

する看板建築の建物が立ち並ぶ中央通り商店

街、大正時代をイメージした景観造りにこだ

わり活性化を目指す大正浪漫夢通り商店街へ

と続く。そして、明治の蔵造りの町並みを残

す川越一番街があり、何となく郷愁を誘う川

越菓子屋横丁会が近接している。 

・平成１６年２月に防犯カメラを設置、防犯パトロ

ール等安全安心の街づくりの取り組みを行ないな

がら、併せて設置の周知も行っている。 

・クリスマスイルミネーションやクリスマスチャリ

ティーライブ開催。 

・平成元年～平成５年：観光市街地形成事業により

一番街の個店整備を行なう。 

・平成３年３月：歴史的地区環境整備街路事業によ

って菓子屋横丁通り線を整備。 

・平成４年３月：一番街の電線地中化事業。 

・平成６年～平成１０年：川越市町並み改装事業に

より一番街の個店整備を行なう。 

・平成１１年４月９日：川越市川越伝統的建造物群

保存地区決定。伝建整備事業による町並み整備。

・平成１２年：都市景観重要建築物指定（新富町商

店街で２件、大正浪漫夢通り商店街で７件、菓子

屋横丁会で２件の指定がなされている。）。 

・平成１６年９月１７日：川越十ヵ町地区都市景観

形成指定。地域景観形成基準に沿い、届出による

緩やかな景観形成。 

 

■ 事業の効果 

・観光入り込み客数が平成１１年から平成１６年に

かけて約２０％増加している。 

・川越のイメージアップによる地価の安定。 

・街頭犯罪が減少している。また、防犯カメラ設置

地域においてシャッターへの落書きや、暴行や恐

喝等なくなった。 

 

■ 事業の課題 

・北部商業地域における慢性的な交通渋滞。 

・一番街がバス路線となっていることで、振動が蔵

造りに与える影響。 

・後継者不足、高齢化が課題。 

・川越市において、鏡山酒造跡地及び旧川越織物市

場活用方法を検討中であり、商店街との連携や回

遊性を高めることが課題。 

・クレアモールにおけるマンションの建設は、商店

街としての賑わいの連続性を分断する大きな課

題。 

 旧市街地は伝統的建造物群保存指定地区に、中心

市街地の一部は都市景観形成地域に、それぞれ指定

されており、「町づくり規範」に基づいた街並みづ

くりが行われている。 

川越は１４５７年の川越城築城より、江戸城の北

の守りとして代々有力な武将が配され、城下町とし

て栄えた。当時より賑わいを見せる一番街は、明

治・大正・昭和始めと県内屈指の商業地として栄え

たが、鉄道の開通による中心市街地の移動、商業形

態の変化などにより衰退の憂き目を見る。しかし、

昭和３０年代あたりからの蔵造り保存に対する提

言が行なわれ、まちづくりへの運動は４０年代末に

なって、川越青年会議所の活動、建築学会の提案コ

ンペなどを通して一定の高まりを見せはじめるこ

ととなる。昭和６２年には「町づくり規範に関する

協定」を制定し、「町づくり委員会」による独自の

景観コントロールを始め、蔵の会による「商業活性

化による景観保全」の理念とともに、行政に任せっ

きりではない、自主的なまちづくり活動が行なわれ

るようになった。 

その手法は近接する商店街へも波及し受け継が

れ、商店街として独自の委員会組織を持ち、各商店

街がそれぞれに意志を持って特徴的なまちづくり

活動が行なわれている。 

 

■ 事業の概要 

・各商店街の特徴を活かし、回遊性を高めた街づく

り。 

・大型店と商店街が共存。 

・ホームページを構築し、商店街情報等を発信。 

・市施工の電線地中化事業に併せ、歩道、街路灯、・

シンボルタワー、案内板等を整備。 

・クレアパーク（多目的広場）を活用したイベント

開催。 

川越市内７商店街 

 川越サンロード商店街、川越新富町商店街、連雀町繁栄会 

 大正浪漫夢通り商店街、川越一番街商業協同組合、 

鐘つき堂商店会、川越菓子屋横丁会 

 

所在地    ：川越市 

会員数    ：商店街 ３９０名 

商店街の類型 ：広域型、近隣型、超広域型商店街 

 

 

 

 

 

 

大正浪漫夢通り商店街 
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「蔵のまち」として有名。明治・大正・現代と、それぞれ異なる時代の 

景観特徴を活かした連綿とした商店街に発展。 

○！  ここがポイント 
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